
 

 

               令 和 ７ 年 １ ０ 月 ８ 日 

 北 海 道 開 発 局                

 

事故ゼロプラン（事故危険区間重点解消作戦）の推進について 

～第18回 北海道交通事故対策検討委員会の開催～ 
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１．日  時： 令和７年１０月１５日（水） １５：００～１７：００ 

２．場  所： ＴＫＰ札幌駅カンファレンスセンター３階 ホール３Ｃ 

（札幌市北区北７条西２丁目９） 別紙２参照 

３．委  員： 別紙３のとおり 

４．議  題： 事故危険区間の追加選定に向けた今後の進め方 など 

 

＜報道関係者の方へ＞ 

・本委員会は、報道関係者を対象に冒頭の挨拶まで公開いたします。 

傍聴を希望される報道関係者の方は、１０月１０日（金）１７：００までに以下宛先に 

氏名、報道機関名、連絡先及びカメラ撮り希望の有無をメールにてご連絡ください。 

    件 名：第１８回 北海道交通事故対策検討委員会 

    本 文：氏名（ふりがな）、報道機関名、連絡先（電話番号、メールアドレス）、 

カメラ撮り希望の有無 

    宛 先：hkd-ky-roadsignbox-81x@gxb.mlit.go.jp 

   ※委員会資料については、会議後、北海道開発局ホームページにて公開します。 

交通安全対策の推進や北海道交通事故対策検討委員会に関する概要は以下 URL をご参照ください。 

https://www.hkd.mlit.go.jp/ky/kn/dou_iji/ud49g70000008w0s.html 

  

 

北海道開発局では、データや地域の声等に基づき、交通事故の危険性の高い区間を「事故危険区間」

として選定し、「事故ゼロプラン（事故危険区間重点解消作戦）」※として、交通安全対策を推進して

います。 

この度、事故危険区間の追加選定に向けた今後の進め方や通学路・生活道路対策に関する取り組み等

について、審議・報告を行うため、「第18回 北海道交通事故対策検討委員会」を下記のとおり開催し

ます。 

 
※事故データや地方公共団体、地域住民からの意見等に基づき交通事故の危険性の高い区間 
（事故危険区間）を選定し、集中的・重点的に交通事故の撲滅に取組む事です。 別紙１参照 

 

 

 

【問合せ先】国土交通省 北海道開発局  電話（代表）011-709-2311 

建設部 道路維持課 課長補佐       佐藤
さ と う

 文
ふみ

俊
とし

（内線5820） 

建設部 道路維持課 道路防災専門官    圓子
ま る こ

 大雄
ひろかず

（内線5822） 

 

 

北海道開発局ホームページ https://www.hkd.mlit.go.jp/ 

https://www.hkd.mlit.go.jp/ky/kn/dou_iji/ud49g70000008w0s.html
https://www.hkd.mlit.go.jp/


事故データ（選択と集中）や地域の
声（市民参加・市民との協働）等を
もとに、事故の危険性が高い特定の
区間を明確化し事故危険区間リスト
として整理

⇒事故危険区間の追加選定

対策効果検証・評価結果を踏まえた追加
対策の検討や、過去に事業が完了し事故
危険区間から解除した区間の再選定につ
いて検討

⇒追加対策検討
⇒事業完了区間（解除区間）の再選定

対策完了後の効果を事故データや地域の声
等により検証・評価し、事業完了の可否を
判定

⇒事故危険区間のフォローアップ
（中間評価・最終評価）
⇒事業完了区間は事故危険区間から解除

事故危険区間のうち、早期に対策が
可能な箇所から事業化を行い、事故
発生要因の分析、要因に即した効果
の高い対策を立案し、対策を実行

⇒新規事業化、対策実行

事故ゼロプラン（事故期間区間解消作戦）

交通安全事業のより効率的・効果的な実施に向け、データ等に基づく「成果を上げるマネジメント」の取組みを導入し、平
成22年度より『事故ゼロプラン（事故危険区間解消作戦）』として展開
『事故ゼロプラン』では、「選択と集中」、「市民参加・市民との協働」をキーワードとして、事故データや地方公共団体・地
域住民からの指摘等に基づき交通事故の危険性が高い区間（事故危険区間）を選定し、地域住民への注意喚起や事故
要因に即した対策を重点的・集中的に講じることにより、効率的・効果的な交通事故対策を推進するとともに、完了後は
その効果を計測・評価しPDCAサイクルにより逐次改善を図る
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▼事故ゼロプランの流れ

行政機関（市町村等） 各種団体 住民

別 紙 １



 

第 18 回 北海道交通事故対策検討委員会 

 

 
【会場のご案内】 

住所 ： 札幌市北区北７条西２丁目９ 

会場 ： TKP 札幌駅カンファレンスセンター3 階 ホール３Ｃ 

 

会場位置図 

出典：国土地理院地図 

TKP 札幌駅カンファレンスセンター３階 ホール３Ｃ 

 

別紙２ 



第 1８回 北海道交通事故対策検討委員会 

委 員 名 簿 
 
＜委員＞ 

 
委 員 長  萩 原   亨  北海道大学名誉教授  
 
委   員  髙 橋   清  北見工業大学地域未来デザイン工学科教授 

 
大 野 富 穂  一般財団法人北海道交通安全協会 交通安全推進部長 

       
      松 谷 雅 一  公益社団法人北海道交通安全推進委員会 事務局次長                     

 
      本 間 広 行  北海道建設部土木局道路課長  
           
      二 瓶 友 和  北海道環境生活部くらし安全局地域安全課交通安全担当課長  
 
      木 村  顕一郎  札幌市建設局土木部長 
       
            中 山  伸 一  東日本高速道路株式会社北海道支社道路事業部道路管制センター交通技術課長 

 
      寺 村 康 明   北海道警察本部交通部参事官兼交通企画課長                     
       
      兼 平 宜 行  北海道警察本部交通部交通規制課長 
       
      村 上   睦  国土交通省北海道開発局建設部道路計画課長 
       
      山 本 清 二  国土交通省北海道開発局建設部道路維持課長 
 
      山 田 拓 也  国土交通省北海道開発局建設部地方整備課長 
 

＜オブザーバー＞ 

 
  木 野 博 之  公益社団法人北海道トラック協会常務理事 

 
      山 村 健 史  北海道 PTA 連合会事務局次長 
       
            佐々木 文 矢  札幌市 PTA 協議会副会長 
       

 （敬称略） 

別紙３ 


